第２学年　　　道徳指導案

１　主題名　「公共の福祉と社会の発展に努める心」【４－（５）勤労・社会奉仕・公共心】
２　資料名　「わたし、あなた、そしてみんな」：出典「かけがえのない　きみだから・２年（学研出版）」
３　主題設定の理由

（１）ねらいとする価値観
　　　勤労は、人間生活を成立させる基本的な要件である。一人一人がその尊さや意義を理解し、公共の福祉と社会生活の発展・向上に貢献することが求められている。勤労には自らの目的や生活・幸福の追求もあるが、社会的分業によって社会を大きく支えている面もある。社会に奉仕したり人々のために働いたりすることを通して、社会に貢献できる自己を実感・自覚し、充実した生き方を追求し実現していこうとする気持ちを高めていくことが重要である。また、公共の福祉については、個人の立場を超えた社会全体の利益を大切にする心と、公私の別を明らかにして、社会のために役立つ自分・尽くせる自分を実感・自覚させることが重要であると考える。このようにして、社会発展に努める心を育てることで、一人一人の生徒が現在と将来、互いに支え合い、それを生きがいに感じ、豊かな人生を実現することができるようになると考える。
（２）生徒の実態
職場体験学習を通して、仕事をすることの大変さ、やりがいなどを体験することができた。また、社会奉仕活動に参加したり、その経験談を聞いたりする機会は多くある。生徒会ボランティアにも意欲的に参加している生徒も何人かいる。勤労や社会奉仕に興味をもつ生徒が増えてきたように感じる。しかし、奉仕活動について本学級の生徒が書いた教育相談アンケートを見ると、「参加するのはめんどくさい」「活動に参加する時間を自分の時間にあてたい」と答える生徒もいる。さらに、参加している生徒の中にも、参加するだけで満足してしまっている生徒や、ボランティアの意味を十分に理解できていないと思われるような回答をする生徒もいた。今回の授業を通して、社会奉仕の意義や充実感を捉え直させ、相手の立場を考えて行動するなど、温かい心をもつことが大事だということも学ばせたい。そして、そのような自己の変化・成長を実感できる社会奉仕、公共の福祉に尽くす気持ちを一層高めていきたい。
（３）資料とその活用について

阪神・淡路大震災に際して、主人公の「わたし」が、震災の被害を受けながらも、もっと被害のひどかった地域の人々の役に立ちたいという思いと行動を描いたものである。いざボランティアに出かけてみると、「わたし」の描いていた理想と現実には大きなギャップがあった。初めは、「わたし」が苦労して作ったおにぎりを食べた被災者から、「おいしかった」「ありがとう」と感謝され、すがすがしい気持ちになる。しかし、一週間もすると、被災者から、おにぎりの大きさで文句を言われたり、おにぎりは飽きたと言われたりして、悲しい気持ちになってしまう。本資料の「わたし」のように、「ボランティアをしてあげたのだから感謝されるのは当たり前」だと思ったり、「ボランティアをしてあげているのに文句を言われるのはおかしい。」と思ったりする生徒もいると思われる。被災者の態度が変化したことに対して、「わたし」が母親に不満をぶつけた後の心の葛藤に着目し、ボランティアを続けようと思うに至った「わたし」の心情・判断力の成長の内実を話題にし、話合いを深めさせたい。そうすることで、社会奉仕や公共の福祉に尽くすことの意義と充実感の実感・自覚を深めたい。
（４）本時と他教科・他領域との関連
①教科　（国語）「補助犬とともに」　　　　　（社会）「江戸幕府の成立と東アジア」
　　　  　　（英語）「Unit5 A Park or a Parking Area」「Let's Read3 Can Anyone Here Me?」
　　　　（音楽）「合唱練習」
②特別活動 「生徒会ボランティアⅠ・Ⅱ・Ⅲ」「部活ボランティア」
　　　　　　　 「学年ボランティア」
               「講演会：命の重みと人の優しさ(被災体験をもとに)」
       　　「校区美化活動」「職場体験学習」「学校祭」「野外教室」

③総合的な学習の時間「職業について学ぼう」「学校祭を成功させよう」「野外教室を成功させよう」

④道徳　「進んで社会のために尽くす心」資料：「愛されるデンさん」
            「働く姿勢　働くとは？」資料：「僕たちの出発」

「お互いに気持ちよい社会に」資料：「傘の下」

「社会生活の中の守るべき道　心がけ一つ」資料：「ごみ箱の中の町」

「よりよい社会の実現」資料：「地下鉄で」

「奉仕の精神」資料：「ぼくにできること」

「ともに生きる社会」資料：「迷惑とは何ぞ」

「公共の福祉と社会の発展に努める心」資料：「わたし、あなた、そしてみんな」（本時）
４　本時のねらい
心の葛藤後、ボランティアを続けようと思うに至った「わたし」の心情・判断力の成長の内実を話し合うことを通して、公共の福祉や社会奉仕の意義を理解し、社会発展に努めようとする心を育てる。
５　指導過程
	段階
	学習活動・発問と予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	方価
向値
付へ
けの


	１　ボランティア活動について考える。（５分）

・校内美化活動に参加し学校がきれいになるのは気分がよかった。　

・地区の美化活動に参加をした。近所の人と関わることは大切だと思った。
	・ボランティアの体験発表を通し、その特性「自発性・公共性・無償性」を話題にし、価値へ方向付ける。

	価
値
の
追
求
把
握
	２　語りを聞き、話し合う。（１０分）
・少しでも、人の役に立ちたい。

・困っている人がいるのなら助けたい。

・自分にできることをしようと思ったから。
ア：自分勝手だったことを後悔している。

イ：被災者の置かれている状況・気持ちを考えていなかった。

ウ：ボランティアの本当の意味が分かっていなかった。

エ：母の言葉がすぐに理解できなかった自分。
②''

ア：自分の気持ちを優先したから。→どうすれば→相手を喜ばすことを優先する。

イ：相手の状況や気持ちを理解しようとしなかったから。

ウ：温かい心をもち、「一緒にがんばろう」と、励まし合うことだと思うから。

エ：母の言葉が有り難く感じたから。→それはなぜ→この活動で成長できたから。
②”
・ボランティアは励ますことや温かい心をもつことが大事だというだけでなく、自分も成長できるという意見に納得した。

・自分のことより相手の気持ちを第一に考えることが大切で、相手を「一緒にがんばろう」と励ますことが大切という意見が参考になった。
	・①では、わたしの前向きな気持ちでボランティアを始めたことに気付かせたい。率直な共感発言を出させる。板書しない。
・②では、自分の部屋にこもっていたときの心の葛藤、その後の気付きを考えさせる。多様に出させ、生徒とともにまとめ、板書する。
・②'では、わたしの気持ちの中に自分中心的な考えがあり、それに気付けたこと，ボランティアの真の意味に気付けたこと等に着目させたい。
・②”では、級友の発言から学べたことを出し合わせ、社会奉仕の意義の自覚を深め，生活場面を見つめるときに活用させる。

	自
己
の
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き
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	３　話し合ってきたことをもとに自分のこれまでの生活を振り返る。（５分）
　・奉仕活動では、相手の状況や気持ちを第一に考えて活動できていた。また、自分が成長できたという感想がよかった。

・人のために「一緒にがんばろう」と励ましながら働く体験は自分を豊かにしてくれると思う。苦しくてもまた参加したくなる。
	・３では、話合いで見つけたキーワードをもとに、自分の今までの生活を見つめ直させる。まずは、授業者が見つけた事例について語り、その後、それを例として考えさせる。

	終末
	４　「心のノート」をもとに、教師の話でまとめる。（５分）
 
	・社会に奉仕したり、人々の役に立ったりすることのすばらしさを感得させる。


６　評価

自らの体験と結びつけて、社会への奉仕・公共の福祉の意義について考えを深め、社会全体の発展のために尽くそうとする気持ちを高めることができる。
自分自身のボランティア体験について発表しましょう。





わたしは、どんな気持ちから学校でボランティアをしようと思ったのでしょうか？（５分）





部屋にこもった後の十日間、母の言葉が有り難く感じられたわたしは、自分の何が未熟だったと思いましたか？（１０分）





ア～エのうち自分の考えに一番近いのはどれですか？そう考えた理由を述べ，聞きたいことには質疑応答しましょう。（５分）





級友の意見を聞き、参考になったことを発表しましょう。（５分）





今まで話し合ってきたことやゲストティーチャーの話をもとに、社会奉仕やみんなのために尽くす心のすばらしさがどんなところに見つかるか考えてみましょう。





「心のノート」p110、111の詩を読み、この時間に感じたことをまとめましょう。








